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英
国
衡
平
法
に
お
け
る
二
重
信
託
の
素
描
浅
野
　
裕
司
は
じ
め
に
　
霧
①
老
睾
霧
。
い
わ
ゆ
る
、
二
重
信
託
と
は
、
信
託
の
設
定
に
当
り
、
財
産
の
譲
渡
に
つ
ぎ
、
二
個
の
霧
。
の
形
式
を
用
い
る
方
法
を
い
う
と
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
土
地
の
信
託
に
お
い
て
、
そ
の
土
地
i
律
。
魯
o
箆
（
自
由
保
有
権
）
ー
を
、
ε
9
。
霧
。
亀
炉
8
跨
。
霧
0
9
0
の
形
式
に
依
っ
て
、
A
に
譲
渡
す
る
場
合
を
指
す
。
英
国
王
ヘ
ソ
リ
ー
八
世
（
麟
窪
曙
自
｝
ま
8
ー
ま
鳶
）
は
汐
鼠
留
艮
の
（
封
建
的
附
随
条
件
）
等
を
は
じ
め
と
す
る
封
建
的
財
政
収
入
の
増
大
に
努
め
王
室
財
政
を
再
建
・
強
化
し
、
そ
の
封
建
制
度
を
維
持
す
る
た
め
、
霧
。
（
古
信
託
）
の
撲
滅
を
は
か
り
、
つ
い
に
ユ
ー
ス
禁
止
法
と
も
い
う
べ
き
彼
の
有
名
な
ユ
ー
ス
法
（
望
讐
9
。
9
募
β
一
密
辞
讐
顕
。
糞
預
霞
・
O
憩
」
O
）
制
定
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
叡
智
あ
る
民
衆
は
、
ユ
ー
ス
法
の
適
用
な
き
霧
。
唇
窪
霧
。
と
い
う
、
い
わ
ば
脱
法
的
工
夫
に
活
路
を
求
め
、
見
事
に
信
託
を
蘇
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
複
雑
多
岐
な
運
命
を
た
ど
っ
て
ぎ
た
英
国
信
託
法
史
よ
り
み
て
、
第
一
七
世
紀
初
頭
よ
り
現
代
に
至
る
問
は
、
ま
さ
に
信
託
の
百
花
練
燭
期
で
あ
っ
て
、
帥
葛
。
層
睾
騨
霧
・
か
ら
近
代
信
託
た
る
鐙
霧
幹
が
新
生
す
る
こ
と
と
な
り
、
短
路
ぎ
霧
。
は
、
短
裟
ぎ
一
壽
鴇
（
受
動
信
託
）
と
し
て
進
展
し
た
の
で
あ
　
　
　
　
東
　
洋
　
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
　
　
英
国
衡
平
法
に
お
け
る
二
重
信
託
の
素
描
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
る
が
、
こ
の
霧
。
老
窪
霧
o
と
い
う
法
的
形
成
が
ひ
ろ
く
珍
重
、
利
用
さ
れ
、
一
七
〇
〇
年
ま
で
に
三
つ
の
段
階
、
す
な
わ
ち
、
従
来
の
学
説
に
し
た
が
う
と
、
霧
。
老
舅
霧
・
が
無
効
と
さ
れ
た
時
代
、
霧
。
愚
豊
霧
。
が
露
暴
紳
8
8
髪
2
（
譲
渡
信
託
）
と
し
て
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
、
霧
・
昌
窮
霧
ゆ
が
近
代
的
受
動
信
託
と
し
て
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
、
を
経
て
臼
o
留
旨
跨
霧
け
（
近
代
信
託
）
と
し
て
成
立
発
展
を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
も
二
重
信
託
は
近
代
信
託
の
源
泉
で
あ
り
萌
芽
で
あ
る
。
こ
の
基
。
層
睾
霧
・
が
国
ρ
鉱
蔓
（
衡
平
法
）
を
と
お
し
て
い
か
な
る
展
開
を
み
せ
た
か
を
論
究
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
従
来
、
霧
。
嬉
9
塁
。
に
関
し
て
は
肩
畷
旨
包
事
件
（
日
饗
邑
一
、
。
。
S
器
ロ
9
昌
）
と
留
導
ぎ
号
～
U
静
ε
鄭
事
件
の
二
つ
が
常
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
研
究
対
象
に
さ
れ
、
論
争
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
わ
が
国
に
お
け
る
霧
o
壱
8
霧
⑦
（
二
重
信
託
）
に
つ
い
て
の
直
接
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
数
少
な
く
、
水
島
廣
雄
博
士
の
御
著
書
「
信
託
法
史
論
」
第
六
章
以
下
、
コ
一
重
信
託
《
霧
。
毛
9
霧
畠
」
（
「
霧
。
老
睾
蕊
・
に
つ
い
て
」
法
学
新
報
第
八
一
巻
第
二
号
〔
昭
和
五
〇
年
〕
掲
載
の
論
文
を
著
書
に
さ
れ
た
も
の
）
お
よ
び
同
博
士
の
そ
の
他
の
論
文
に
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
り
、
こ
の
二
重
の
ユ
璽
ス
の
生
成
過
程
と
そ
の
発
展
過
程
に
つ
い
て
は
、
未
だ
解
明
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
諸
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。
英
国
に
お
い
て
も
、
い
ま
な
お
研
究
が
な
さ
れ
、
学
説
も
岐
れ
て
い
る
が
、
脱
法
行
為
の
一
端
と
み
る
も
の
で
あ
れ
、
不
動
産
譲
渡
取
扱
人
（
専
門
弁
護
士
）
（
8
暑
。
鴇
讐
窪
）
の
不
注
意
・
誤
解
か
ら
の
偶
然
の
出
来
事
と
で
あ
れ
、
衡
平
法
の
な
か
に
あ
っ
て
「
活
路
を
見
出
し
た
」
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
六
三
五
年
の
留
箏
訂
魯
～
U
鈴
算
8
事
件
も
近
年
の
臼
・
蝉
ω
霞
鶴
魯
留
ま
の
研
究
（
留
謹
夢
9
～
U
器
ε
糞
弩
O
昌
昌
o
膏
銭
男
超
o
慧
（
一
3
c
。
）
ヌ
ピ
●
ρ
・
客
）
題
・
9
0
－
3
0
）
に
よ
り
詳
細
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
正
確
な
名
称
が
留
旨
訂
鼠
ダ
U
婁
窪
で
あ
っ
て
（
》
饗
。
の
教
授
の
闘
9
注
＝
φ
憩
o
旨
の
註
釈
を
の
霞
碧
ま
。
琴
が
引
用
を
誤
ま
り
誤
記
し
て
い
る
が
）
、
そ
の
内
容
も
指
摘
が
な
さ
れ
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
勿
論
、
同
事
件
が
、
近
代
信
託
す
な
わ
ち
、
侍
籍
累
を
発
生
せ
し
め
た
最
初
の
判
例
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
が
、
水
島
博
士
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
書
「
二
重
信
託
」
六
四
頁
）
通
り
、
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
極
め
て
脆
弱
か
つ
曖
昧
な
こ
と
に
不
満
と
落
胆
さ
え
感
ず
る
。
し
か
し
、
一
五
五
八
年
か
ら
一
六
二
五
年
の
間
の
衡
平
法
に
お
け
る
工
重
信
託
の
法
制
史
的
展
開
を
検
討
す
る
と
、
英
国
の
法
学
者
も
、
か
な
ら
ず
し
も
触
れ
た
り
結
論
づ
け
る
こ
と
を
な
し
え
な
か
っ
た
特
異
な
ケ
ー
ス
や
議
論
に
出
く
わ
す
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
に
お
け
る
、
従
来
の
学
説
・
理
論
に
対
す
る
旨
野
野
旨
象
や
幹
劉
Ω
ζ
濠
o
欝
の
疑
問
視
、
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
の
》
鍔
膨
欝
窪
に
よ
る
新
し
い
資
料
に
も
と
づ
く
研
究
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。
な
か
で
も
、
一
五
六
〇
年
の
判
例
で
政
争
の
か
ら
む
〆
魯
鼠
旨
。
〈
・
類
R
。
鼠
窪
事
件
や
類
。
鷺
実
欝
R
瀞
箆
の
「
遺
言
（
鉱
ε
に
関
す
る
講
義
」
の
中
の
霧
o
嬉
9
霧
o
に
対
す
る
非
難
を
め
ぐ
る
議
論
な
ど
、
主
に
閃
欝
窪
教
授
の
研
究
発
表
が
注
目
さ
れ
る
。
結
論
と
し
て
、
郊
霧
の
貯
。
器
。
（
受
動
的
ユ
ー
ス
）
は
短
鋒
誘
簿
霧
久
受
動
信
託
）
と
し
て
進
展
し
、
二
重
信
託
蕊
。
昌
呂
霧
・
の
形
式
を
も
っ
て
よ
み
が
え
り
、
普
通
法
上
の
物
権
（
一
お
鶏
更
讐
。
）
と
衡
平
法
上
の
物
権
（
β
魯
暮
ぎ
婁
拶
8
）
の
分
離
と
い
う
二
重
物
権
制
度
を
廃
止
し
、
単
に
単
一
物
権
制
度
を
実
施
し
よ
う
と
し
た
ユ
ー
ス
法
の
目
的
は
、
挫
折
し
た
の
で
、
こ
こ
に
、
ユ
ー
ス
法
の
適
用
を
免
れ
て
い
た
毬
牙
①
霧
。
（
能
動
ユ
ー
ス
）
な
ど
と
と
も
に
近
代
信
託
（
導
o
留
き
霞
霧
け
）
の
基
盤
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
み
が
え
っ
た
時
期
も
従
来
の
学
説
よ
り
も
早
く
、
一
六
世
紀
の
中
葉
と
も
み
ら
れ
る
し
、
団
欝
R
教
授
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
霧
。
老
8
霧
o
は
少
な
く
と
も
ω
鋤
簿
夢
9
～
U
巴
弩
昌
事
件
の
一
〇
年
ほ
ど
前
に
は
衡
平
法
に
お
い
て
承
認
を
受
け
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
ま
た
、
一
五
六
〇
年
以
降
断
え
ず
承
認
を
受
け
て
い
た
と
い
う
推
測
も
な
し
う
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
結
論
に
つ
い
て
は
、
な
お
英
国
の
法
学
者
の
確
信
あ
る
研
究
発
表
や
、
よ
り
多
く
の
不
動
産
譲
渡
に
関
す
る
大
法
官
裁
判
所
の
訴
訟
記
録
の
研
究
に
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
帰
饗
箆
事
件
や
留
琶
富
9
～
U
帥
算
睾
事
件
に
つ
い
て
は
、
前
記
、
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
　
　
英
国
衡
平
法
に
お
け
る
二
重
信
託
の
素
描
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
水
島
廣
雄
博
士
の
御
研
究
が
あ
る
の
で
、
あ
え
て
こ
こ
で
は
触
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
前
述
し
た
一
五
五
八
年
か
ら
一
六
二
五
年
に
か
け
て
の
衡
平
法
に
お
け
る
二
重
信
託
を
中
心
に
以
下
に
お
い
て
素
描
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
文
中
の
用
語
も
「
5
。
考
象
簿
霧
£
、
「
霧
・
后
象
β
器
」
な
ど
表
現
は
不
統
一
だ
が
、
学
説
論
争
に
用
い
ら
れ
た
も
の
を
あ
え
て
そ
の
時
点
で
入
れ
た
。
と
も
に
コ
一
重
信
託
」
で
あ
る
。
ま
た
、
英
国
の
裁
判
所
の
名
称
、
官
職
名
、
各
種
の
「
権
利
」
な
ど
の
用
語
表
現
も
、
各
年
代
で
内
容
の
変
化
も
あ
り
、
従
来
、
不
適
当
と
や
か
ま
し
く
指
摘
さ
れ
る
邦
語
訳
の
問
題
も
研
究
す
る
必
要
も
あ
る
。
今
回
は
、
二
重
信
託
に
つ
い
て
の
一
部
分
の
勉
強
を
こ
こ
に
記
述
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
大
方
の
御
叱
正
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
ぎ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
常
日
頃
、
信
託
法
の
御
指
導
を
い
た
だ
い
て
い
る
恩
師
水
島
廣
雄
博
士
に
満
腔
の
敬
意
を
表
し
た
い
。
［
五
五
八
年
か
ら
ロ
六
二
六
年
に
か
け
て
の
衡
平
法
に
お
け
る
二
重
信
託
　
英
国
法
の
明
ら
か
に
さ
れ
た
法
制
史
の
中
に
は
、
霧
o
壱
窪
聾
霧
。
（
二
重
信
託
）
の
形
式
を
と
る
謹
a
。
簿
甘
讐
。
。
酔
（
近
代
信
託
）
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
起
源
に
ま
つ
わ
る
「
大
き
な
ミ
ス
テ
リ
ー
（
σ
q
お
讐
ヨ
遂
欝
薫
）
」
と
同
じ
ほ
ど
、
興
奮
さ
せ
る
よ
う
な
不
可
思
議
さ
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ユ
ー
ス
法
（
o。
鼠
9
器
9
募
ε
制
定
後
に
お
け
る
β
鼠
欝
露
巴
韓
R
。
器
（
衡
平
法
上
の
権
利
）
を
付
与
す
る
目
的
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
説
と
し
て
は
、
衡
平
法
（
国
澹
ぞ
）
に
お
け
る
第
二
の
ユ
ー
ス
（
霧
。
）
の
承
認
は
黙
示
信
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
託
（
言
嘗
＆
霧
。
）
あ
る
い
は
結
果
信
託
ま
た
は
帰
参
信
託
（
虜
隻
擁
お
霧
。
）
が
見
落
さ
れ
て
い
る
と
ぎ
に
お
こ
る
不
動
産
譲
渡
手
続
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
（
8
髪
2
磐
島
茜
）
の
偶
然
の
出
来
事
の
結
果
と
し
て
、
ま
ず
発
生
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ユ
ー
ス
法
の
収
益
目
的
を
慎
重
に
回
避
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
は
ず
も
な
か
っ
た
の
で
、
結
論
と
し
て
は
、
受
動
信
託
（
短
隆
お
一
導
。
。
叶
）
（
二
重
の
ユ
ー
ス
冠
○
暮
8
霧
凸
の
方
法
と
し
て
故
意
に
創
ら
れ
た
も
の
と
も
さ
れ
る
が
）
は
半
世
紀
あ
る
い
は
『
六
四
五
年
の
封
建
的
賦
課
金
制
度
（
鵠
＆
巴
ま
話
蒙
。
ω
）
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
廃
止
以
後
、
不
動
産
譲
渡
取
扱
人
（
専
門
弁
護
士
）
（
8
毫
。
資
営
8
の
必
要
手
段
の
重
要
な
部
分
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
従
来
の
説
明
は
、
非
常
に
ま
れ
な
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
事
件
付
託
（
器
憲
9
8
）
に
根
ざ
す
も
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
法
史
学
者
は
な
ん
の
た
め
ら
い
も
な
く
、
そ
の
不
確
実
性
を
認
め
て
い
る
。
充
分
な
解
説
は
、
不
動
産
譲
渡
手
続
の
歴
史
と
一
五
五
〇
年
か
ら
一
六
五
〇
年
ま
で
の
大
法
官
府
（
○
ぎ
霧
。
藷
）
の
記
録
の
詳
細
な
研
究
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
英
国
の
法
学
者
ベ
イ
カ
ー
（
匂
・
顛
浮
。
犀
窪
）
は
、
自
身
で
は
そ
の
部
分
の
研
究
に
手
を
染
め
る
こ
と
は
気
が
進
ま
な
い
と
し
て
い
る
が
、
伝
統
的
な
研
究
に
十
二
分
な
疑
問
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
な
げ
か
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
未
発
表
の
二
冊
の
註
釈
文
書
（
判
例
報
告
）
を
見
つ
け
出
し
て
い
る
。
最
初
の
註
釈
文
書
は
、
一
五
五
九
年
か
ら
一
五
六
〇
年
に
か
け
て
（
そ
れ
は
普
通
法
裁
判
所
の
裁
判
官
が
一
五
五
七
年
の
チ
レ
ル
事
件
［
冒
琴
弓
頃
邑
一
、
㎝
§
凸
で
第
二
の
ユ
ー
ス
は
法
的
に
無
効
で
あ
る
と
裁
決
し
た
僅
か
二
年
後
で
あ
る
）
、
ぎ
こ
丙
①
名
窪
評
8
昌
に
よ
る
以
前
に
お
き
た
事
件
の
判
決
録
（
判
例
報
告
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
有
名
な
プ
慣
テ
ス
タ
ン
ト
の
ヒ
質
イ
ン
で
あ
る
鼠
身
丙
讐
蔚
疑
。
の
迫
害
を
伴
う
珍
し
い
事
実
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
。
彼
女
は
、
o
o
鍾
欲
涛
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
の
州
）
の
公
爵
未
亡
人
（
一
五
一
九
～
八
○
）
で
あ
り
（
こ
の
こ
と
か
ら
わ
が
国
で
は
熱
心
な
新
教
徒
支
持
者
サ
フ
ォ
ー
ク
公
爵
未
亡
人
の
事
件
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
）
、
≦
白
o
品
ゲ
ξ
留
田
。
の
ξ
の
男
爵
領
の
相
続
人
で
あ
り
、
一
五
五
三
年
以
来
、
再
婚
し
ζ
詳
困
9
鷲
伍
望
莚
。
（
一
五
一
八
～
八
二
）
と
い
う
前
宮
内
官
で
あ
る
平
民
の
妻
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
あ
ま
り
に
も
高
僧
と
い
わ
れ
た
困
島
⑨
や
ト
象
算
R
の
熱
心
な
支
持
者
で
あ
っ
て
、
浅
は
か
に
も
O
貰
傷
鑓
窪
の
政
敵
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
旧
教
徒
メ
ア
リ
ー
一
世
（
蜜
鉾
蔓
一
）
の
行
動
に
よ
っ
て
は
、
彼
女
の
立
場
は
確
か
に
危
険
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
五
五
四
年
の
終
り
頃
、
彼
女
は
、
事
実
上
、
p
ン
ド
ン
で
自
宅
監
禁
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
五
五
五
年
二
月
未
明
、
彼
女
は
変
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
　
　
英
国
衡
平
法
に
お
け
る
二
重
信
託
の
素
描
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
装
し
て
ノ
ー
ル
ウ
ェ
馨
を
経
由
し
て
ド
イ
ッ
ヘ
、
そ
し
て
果
て
は
ポ
ー
ラ
ソ
ド
ヘ
と
、
亡
命
の
た
め
脱
出
し
た
。
同
年
九
月
に
は
、
枢
密
院
（
等
貯
2
0
0
壽
昆
）
は
、
彼
女
が
許
可
な
く
、
公
然
と
国
を
去
っ
た
た
め
、
こ
の
閤
曾
富
誌
濤
の
財
産
を
失
わ
れ
た
も
の
と
し
て
没
　
　
　
　
　
（
8
）
収
措
置
を
と
っ
た
。
し
か
し
、
彼
女
丙
騨
夢
毘
琴
は
、
亡
命
に
先
立
つ
一
五
五
四
年
の
三
月
に
は
、
そ
の
保
有
す
る
土
地
の
一
部
を
≦
臥
8
婦
鵠
窪
。
鼠
窪
と
い
う
竃
鉱
駐
ε
琴
（
溶
。
馨
州
の
首
都
）
の
法
律
家
に
譲
渡
す
る
と
い
う
予
防
手
段
を
と
っ
て
い
た
。
通
謀
（
8
ぎ
旨
昌
）
の
現
出
を
取
り
除
く
た
め
、
不
動
産
譲
渡
行
為
（
8
毫
2
き
8
）
は
、
和
解
譲
渡
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
和
解
譲
渡
（
艶
蓉
）
の
手
続
を
す
る
た
め
の
捺
印
契
約
（
8
語
霧
翼
）
は
、
国
。
8
且
窪
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
約
因
（
8
墜
脅
欝
ぎ
昌
）
を
示
し
、
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
れ
に
加
え
て
譲
渡
は
類
。
器
鼠
窪
の
好
意
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
そ
の
約
因
は
多
額
の
金
銭
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
に
は
行
わ
れ
た
訴
訟
に
関
連
し
て
、
一
五
六
四
年
に
ζ
鉱
身
8
器
で
登
録
さ
れ
た
歯
型
捺
印
証
書
（
一
＆
曾
嘗
8
）
の
注
釈
文
書
で
は
、
そ
の
約
因
（
8
霧
置
角
蝕
窪
）
は
類
窪
。
a
象
自
身
の
信
頼
で
き
る
奉
仕
（
弩
慨
8
）
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
訴
訟
に
お
け
る
大
い
な
る
苦
し
み
と
労
苦
、
困
。
富
鼠
（
因
携
簿
鼠
）
と
沢
帥
魯
蝕
ま
（
醤
鋤
夢
豊
霧
）
が
≦
巴
韓
に
対
し
て
敢
え
て
負
っ
て
い
る
熱
意
と
愛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
情
、
そ
の
他
、
有
効
な
る
理
由
や
約
因
な
ど
で
あ
る
。
不
動
産
譲
渡
行
為
は
、
唯
一
の
ユ
ー
ス
（
瘍
①
）
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
ど
o
鼠
≦
韓
霧
類
R
①
a
睾
と
彼
の
相
続
人
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
だ
と
示
さ
れ
た
。
類
。
器
鑑
窪
に
は
、
単
に
有
益
に
単
純
封
土
権
（
響
・・
ぎ
覧
。
）
を
授
け
る
こ
と
以
上
に
普
通
法
（
8
簿
欝
睾
一
睾
）
で
は
、
何
等
な
し
え
な
か
っ
た
。
一
五
五
八
年
、
訂
身
溶
9
ぎ
識
霧
は
英
国
に
帰
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
（
固
嘗
暮
。
浮
回
）
よ
り
没
収
さ
れ
て
い
た
す
べ
て
の
財
産
を
返
還
さ
れ
た
。
し
か
し
、
類
窪
o
＆
窪
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
理
由
な
し
に
、
彼
に
権
利
の
あ
る
土
地
の
再
譲
渡
を
断
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
は
、
瀬
三
③
と
そ
の
妻
（
萄
身
類
馨
富
艶
ま
）
に
よ
り
、
大
法
官
裁
判
所
（
9
き
8
蔓
）
に
訴
え
ら
れ
た
。
そ
の
告
訴
人
（
8
臼
覧
践
鍔
墓
）
は
、
一
五
五
四
年
の
譲
渡
行
為
（
当
時
、
そ
の
譲
渡
証
書
に
は
、
当
該
の
譲
渡
が
譲
受
人
自
身
の
ユ
ー
ス
の
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た
）
は
、
特
別
の
信
託
と
信
頼
の
も
と
に
（
后
9
。
・
鷺
。
巨
嘗
霧
齢
器
α
8
⇒
ま
窪
8
）
、
浮
鼠
o
と
溶
讐
鼠
泣
需
の
利
益
と
必
要
の
た
め
に
同
じ
よ
う
に
使
用
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴛
）
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
鵠
。
器
民
窪
（
同
年
死
亡
し
た
が
）
は
、
一
五
六
〇
年
二
月
二
一
日
、
秘
密
信
託
（
。
・
8
藁
霞
霧
齢
）
に
よ
り
、
告
訴
人
す
な
わ
ち
評
三
。
と
函
鋤
夢
珪
蓉
に
当
該
土
地
を
再
譲
渡
す
べ
く
判
決
に
よ
り
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
今
や
事
実
で
あ
る
が
、
判
例
と
し
て
、
そ
の
価
値
を
無
効
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
当
該
事
件
に
お
い
て
は
、
政
治
的
な
付
帯
的
意
味
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
ρ
（
同
≦
箆
一
、
。
q
O
霧
。
に
お
け
る
よ
う
に
）
封
土
公
示
譲
渡
（
頴
o
酵
。
糞
）
が
、
8
諺
8
爵
。
霧
。
亀
頓
ε
夢
。
農
。
亀
○
よ
り
も
む
し
ろ
8
》
ε
夢
①
霧
。
9
》
8
浮
・
霧
・
9
膨
の
形
式
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
o。
＆
8
讐
騨
浮
拶
鷺
（
上
級
法
廷
弁
護
士
）
に
よ
る
判
決
録
（
そ
れ
は
一
五
七
二
年
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
後
、
同
職
の
人
に
広
く
伝
わ
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
）
か
ら
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
つ
ま
り
、
秘
密
信
託
（
ω
・
R
簿
齢
量
。
・
酔
）
が
、
た
と
え
明
示
の
信
託
（
窪
冥
霧
霧
o
）
に
反
す
る
も
の
だ
と
し
て
も
、
衡
平
法
（
国
澹
ぞ
）
の
中
で
実
施
さ
れ
う
る
と
い
う
一
般
的
な
提
案
を
指
示
す
る
た
め
に
判
決
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
判
決
録
に
よ
れ
ば
、
衡
平
法
な
る
が
故
に
大
法
官
裁
判
所
の
方
針
は
、
そ
の
よ
う
な
事
件
に
お
い
て
は
、
普
通
法
に
反
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
衡
平
法
に
お
け
る
矛
盾
す
る
ユ
ー
ス
の
実
施
に
決
定
的
な
事
件
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
五
七
二
年
ま
で
の
国
毘
9
譲
讐
ぼ
o
ぎ
、
の
9
器
に
ま
で
続
い
た
。
そ
の
判
決
録
が
公
刊
さ
れ
ず
、
ま
た
、
そ
れ
故
に
結
局
、
人
々
の
目
に
触
れ
る
こ
と
な
し
に
、
単
な
る
出
来
事
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
も
不
幸
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
さ
れ
た
。
判
決
そ
れ
自
体
は
、
譲
渡
行
為
に
さ
し
あ
た
っ
て
の
衝
撃
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
と
て
も
特
殊
な
状
況
は
く
り
返
す
こ
と
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
も
、
こ
れ
は
、
第
二
の
再
発
見
が
、
ど
こ
で
線
画
（
o
暮
菅
o
胤
。
露
8
）
を
完
成
す
る
か
で
あ
る
。
そ
の
間
題
に
う
つ
る
前
に
一
つ
の
や
っ
か
い
な
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
　
　
英
国
衡
平
法
に
お
け
る
二
重
信
託
の
素
描
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
ベ
イ
コ
ン
大
法
官
（
韓
吋
裟
9
0
寓
浮
。
8
顕
O
O
－
お
）
に
よ
り
確
立
さ
れ
、
上
級
法
廷
弁
護
士
（
留
マ
審
糞
）
罰
鐘
彰
旨
に
よ
り
判
例
集
録
さ
れ
た
大
法
官
府
の
訴
訟
の
手
続
に
関
す
る
法
則
（
o
簿
。
・
霧
○
彗
8
一
一
鶏
一
器
）
に
凝
践
9
大
法
官
（
ぎ
乱
閑
。
憩
R
）
が
、
気
が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
た
め
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
、
夢
。
霧
。
臼
斜
塁
。
が
衡
平
法
で
は
、
一
七
世
紀
ま
で
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
た
め
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
ケ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
掻
）
の
解
釈
は
、
す
で
に
疑
問
視
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
反
対
を
示
唆
す
る
も
う
一
つ
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
写
本
と
刊
行
さ
れ
た
判
例
集
は
、
ユ
ー
ス
の
た
め
に
、
不
動
産
権
の
特
質
が
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
治
世
時
代
の
裁
判
所
で
の
主
要
な
関
心
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
印
象
を
与
え
る
。
恐
ら
く
一
五
三
五
年
の
ユ
ー
ス
法
に
な
ら
っ
て
行
な
わ
れ
た
不
動
産
譲
渡
行
為
は
、
世
代
の
変
化
に
つ
れ
訴
訟
し
う
る
（
犀
，
凝
ご
羨
）
も
の
に
な
っ
て
き
た
。
道
義
上
、
履
行
さ
れ
な
い
ユ
ー
ス
や
、
そ
れ
ら
の
効
果
は
、
た
し
か
に
討
議
の
主
要
な
話
題
で
あ
っ
た
。
一
五
九
四
年
ま
で
に
、
定
期
不
動
産
賃
（
貸
）
借
（
権
）
（
一
。
霧
。
穿
苫
器
）
上
の
（
履
行
さ
れ
ず
に
）
明
示
さ
れ
た
ユ
ー
ス
は
大
法
官
裁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳩
）
判
所
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
ぎ
た
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
一
五
七
三
年
に
≦
村
塁
裁
判
官
か
ら
「
法
曹
学
院
の
意
見
（
島
・
名
巨
象
亀
浮
。
鋸
こ
臼
。
爵
導
覧
。
と
は
、
そ
の
よ
う
な
ユ
ー
ス
が
ユ
ー
ス
法
に
よ
り
実
施
さ
れ
な
い
と
い
う
考
え
に
長
い
間
、
対
抗
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）
て
出
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
学
び
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
≦
婦
避
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、
気
の
進
ま
な
い
法
曹
学
院
の
法
律
家
達
（
窯
箆
臼
。
凝
臼
胤
弩
甲
浮
霧
亀
○
○
饗
け
の
一
つ
に
属
す
る
）
は
、
英
国
の
す
べ
て
の
裁
判
官
（
冒
凝
色
の
意
見
に
、
は
む
か
っ
て
い
た
1
特
に
顕
著
な
事
例
は
ぎ
霧
9
0
雲
旨
（
法
曹
学
院
）
の
伝
統
の
力
で
あ
る
ー
そ
し
て
、
彼
等
が
世
俗
に
先
ん
じ
て
永
久
拘
束
（
需
信
象
鼠
蔓
）
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
∬
）
い
や
な
予
感
を
す
で
に
予
見
で
き
た
と
い
う
の
は
、
も
っ
と
も
な
推
測
で
あ
る
。
も
し
回
顧
し
て
み
て
、
制
定
法
上
の
解
釈
（
の
鼠
葺
8
蔓
虹
。
巷
お
翼
一
魯
）
で
か
な
り
は
っ
き
り
し
た
部
分
に
思
え
る
こ
と
に
対
し
て
の
そ
の
よ
う
な
抵
抗
が
あ
る
な
ら
ば
、
二
重
信
託
（
浮
o
霧
。
毛
睾
曽
霧
。
）
の
威
信
が
、
ベ
イ
コ
ン
大
法
官
（
の
嘗
裟
号
o
蓼
評
8
⇒
）
の
な
し
た
二
つ
の
決
定
の
後
で
さ
え
も
、
あ
る
特
定
社
会
の
人
達
に
は
、
い
か
に
疑
わ
れ
て
い
た
か
を
理
解
す
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
の
新
し
い
注
釈
文
書
（
判
例
報
告
）
で
は
、
反
抗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
法
官
府
の
訴
訟
手
続
に
関
す
る
法
則
が
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
大
法
官
（
ぎ
鼠
〆
。
。
℃
窪
≦
旨
餌
露
）
の
時
ま
で
明
ら
か
に
定
ま
っ
て
い
た
と
示
し
て
い
る
。
韻
。
糞
鴫
撃
。
臨
。
崔
は
、
一
六
二
四
年
の
講
義
（
録
）
コ
五
四
〇
年
遺
言
法
（
の
母
葺
8
亀
≦
一
諄
窃
ε
）
」
の
中
で
、
そ
の
信
託
（
霞
霧
ひ
）
は
、
ま
だ
理
論
的
な
攻
撃
を
受
け
て
も
い
な
い
の
に
、
英
国
法
の
確
立
さ
れ
た
姿
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
「
な
り
あ
が
り
も
の
」
な
る
表
現
を
用
い
て
信
託
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
浮
R
罐
罷
自
身
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
信
託
（
霞
霧
芭
は
廃
止
さ
れ
る
べ
き
も
の
、
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
は
、
普
通
法
（
8
簿
欝
窪
欝
≦
）
の
不
動
産
権
の
機
構
を
あ
ぶ
な
く
す
る
も
の
だ
か
ら
と
考
え
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
議
論
は
ト
マ
ス
・
オ
ー
ド
リ
イ
大
法
官
（
司
ぎ
奪
霧
＞
鼠
一
2
）
や
一
世
紀
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
娼
）
の
無
名
の
上
級
法
廷
弁
護
士
達
に
よ
る
ユ
ー
ス
に
対
す
る
攻
撃
を
思
い
出
さ
せ
る
と
す
る
。
も
し
、
留
。
齢
。
匡
自
身
の
注
目
の
段
階
が
、
最
近
の
新
制
度
を
暗
に
示
す
な
ら
ば
、
恐
ら
く
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
大
法
官
が
、
あ
る
い
は
、
彼
の
先
任
者
で
あ
る
フ
ラ
ソ
シ
ス
・
ベ
イ
コ
ン
卿
（
o
o
騨
浮
§
駐
評
。
魯
）
が
、
信
託
を
本
格
的
な
関
係
に
お
い
た
原
因
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
い
ま
だ
に
立
証
さ
れ
う
る
以
上
の
も
の
で
あ
る
。
o
。
ぎ
臨
。
鑓
は
、
不
動
産
譲
渡
手
続
の
柔
軟
さ
は
、
こ
れ
ら
信
託
（
鍵
霧
邑
の
目
的
で
あ
る
と
暗
に
示
し
た
。
し
か
し
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
一
世
（
在
位
一
六
〇
三
－
一
六
二
五
年
）
時
代
の
Q
鈴
8
び
。
き
）
不
動
産
譲
渡
取
扱
人
（
専
門
弁
護
士
）
が
試
み
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
発
見
す
る
た
め
の
よ
り
多
く
の
研
究
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
少
く
と
も
、
英
国
の
法
学
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
幾
分
か
の
自
信
を
も
っ
て
、
器
。
昌
8
基
。
（
魯
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霧
・
8
鋤
霧
。
）
は
、
留
饗
訂
3
＜
・
U
鋤
馨
豊
事
件
の
少
く
と
も
一
〇
年
前
に
は
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衡
平
法
（
国
ρ
ε
ぞ
）
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
た
と
思
料
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
ま
た
、
恐
ら
く
持
続
的
に
一
五
六
〇
年
以
来
、
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
　
　
　
　
　
　
英
国
衡
平
法
に
お
け
る
二
重
信
託
の
素
描
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
狙
）
承
認
を
受
け
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
。
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れ
る
が
、
異
な
っ
た
理
由
を
も
つ
　
（
｝
・
轟
閃
舞
窪
は
、
一
定
の
留
保
し
て
ー
↓
ぎ
募
・
題
舅
帥
募
o
汐
国
ぬ
鉱
蔓
一
象
o
。
占
①
ま
（
お
醤
）
霧
じ
ρ
・
戸
》
℃
』
な
。
）
も
つ
も
の
は
す
で
に
以
下
の
論
文
で
述
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℃
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こ
れ
ら
に
関
し
、
二
つ
の
充
分
な
伝
記
が
あ
る
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の
譲
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単
に
一
五
六
五
年
の
訴
訟
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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Q
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凶
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七
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一
世
十
四
年
に
書
か
れ
た
も
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で
あ
る
。
他
の
参
考
文
献
と
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以
下
の
も
の
が
あ
る
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お
い
て
、
oQ
ぽ
島
。
鐵
の
講
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
　
英
国
衡
平
法
に
お
け
る
二
重
信
託
の
素
描
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
　
義
〔
読
本
〕
の
中
の
二
つ
の
充
分
な
註
釈
の
中
に
、
こ
の
節
の
痕
跡
は
な
い
。
鋸
O
o
・
麟
舞
α
q
養
く
。
8
9
鍵
9
警
O
≦
。
露
掛
鯨
な。
㌣
線
・
）
次
　
　
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
…
…
い
ま
や
、
ユ
ー
ス
は
、
横
領
者
と
な
り
、
不
動
産
権
（
。
の
壁
＄
）
の
権
利
を
侵
害
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
普
通
法
　
　
（
8
糞
跨
窪
5
≦
）
の
非
寵
愛
者
の
よ
う
で
あ
る
。
い
ま
や
、
普
通
法
に
お
い
て
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
土
地
に
関
す
る
不
動
産
権
は
、
姿
な
き
も
　
　
の
と
し
て
で
は
な
く
、
型
と
本
質
を
も
っ
た
ユ
ー
ス
と
し
て
あ
る
。
ユ
ー
ス
が
常
に
、
不
動
産
権
を
守
り
、
め
ん
ど
う
を
み
た
。
し
か
し
、
い
ま
　
　
や
、
不
動
産
権
は
、
ユ
ー
ス
が
時
代
お
く
れ
に
な
っ
た
と
同
様
に
過
ぎ
去
っ
た
も
の
で
あ
り
、
逆
も
ど
り
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
不
動
産
権
は
、
　
　
ユ
ー
ス
に
対
し
て
、
地
位
を
引
き
出
す
が
、
地
位
（
状
態
）
に
対
し
て
は
そ
う
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
い
ま
や
国
家
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
、
以
前
　
　
と
同
じ
よ
う
に
軽
々
し
く
、
上
下
に
活
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
少
な
く
と
も
最
初
は
『
信
託
と
信
頼
』
（
↓
箋
鴇
彗
似
O
暮
盈
窪
8
）
　
　
と
い
う
本
来
の
名
称
で
、
ス
タ
雀
ト
し
た
が
、
い
ま
や
偽
り
の
ユ
ー
ス
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
い
ま
や
人
々
は
彼
の
土
地
を
和
解
譲
渡
（
鍵
。
）
　
　
や
不
動
産
権
公
示
譲
渡
（
罐
○
内
導
。
旨
）
等
を
相
続
財
産
（
諭
o
封
土
権
、
手
数
料
）
の
型
で
、
瞬
・
Q
Q
・
の
ユ
ー
ス
に
、
し
か
も
、
信
託
と
信
頼
で
　
　
い
え
ば
、
封
譲
渡
人
（
8
0
響
弓
）
そ
の
他
の
人
に
渡
す
か
も
し
れ
な
い
・
つ
ま
り
塩
（
。
。
聾
）
の
上
に
塩
を
つ
く
る
と
同
様
に
、
ユ
馨
ス
の
上
の
　
　
ユ
ー
ス
、
二
重
信
託
（
泰
・
毛
8
麟
器
。
）
な
の
で
あ
る
。
」
（
撃
。
島
o
罷
が
、
こ
の
暗
に
ほ
の
め
か
す
こ
と
の
意
味
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
し
　
　
か
し
こ
の
「
も
く
ろ
み
」
は
、
恐
ら
く
、
英
国
議
会
〔
下
院
〕
が
も
っ
て
い
な
い
製
塩
の
特
許
〔
短
8
馨
〕
に
結
び
つ
く
。
こ
れ
は
一
六
二
六
年
　
　
に
お
け
る
裁
判
官
達
の
助
言
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
～
ミ
ミ
匙
侮
蒐
誉
寅
婁
聴
駄
O
§
送
§
♂
お
c。
霜
》
c。
8
）
c
。
象
・
）
さ
ら
に
、
続
け
　
　
て
「
そ
し
て
、
こ
の
な
り
あ
が
り
も
の
（
霧
o
毒
§
曽
霧
。
と
い
う
）
は
、
以
前
の
ユ
ー
ス
と
同
じ
よ
う
に
、
大
法
官
裁
判
所
（
○
窪
旨
9
　
　
0
げ
き
8
蔓
）
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
、
疑
い
も
な
く
普
通
法
に
と
っ
て
危
険
な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
そ
こ
で
、
私
は
、
こ
の
種
の
ユ
董
ス
及
び
信
託
は
、
こ
れ
を
す
っ
か
り
根
絶
さ
せ
ら
れ
る
の
な
ら
ば
、
こ
の
国
に
と
っ
て
最
も
幸
い
な
こ
と
で
あ
　
　
る
と
、
当
時
も
、
そ
し
て
今
欝
も
考
え
る
」
と
し
て
い
る
。
（
1
9
）
　
》
麟
・
国
欝
9
0
や
o
凶
ε
（
一
〇
醤
）
8
ダ
ρ
．
国
．
℃
●
な。
9
